
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 10 回 理事会  

日 時 令和 7年 3月 13日  18:30～20:40 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小無田彰仁、重松康志、浦川純二、大石勝規、 

小柳 傑、志岐浩二、飯野朋彦、笹原順哉、池田章子、坂井孝行、小田慎也 

監事柿田謙三、平野英三 

書記大月雅之、狩浦圭介 

その他長谷川隆史 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
１）令和 7年度 事業予算について 

令和 7年度予算について、公益事業比率 82.5％、500万円程度残る仮定で作成。正味財産期末残高が
4,681,981円の予定で、遊休財産保有上限額もクリアできる。前回から休会が増えて収入が減少し、第
2回認定スクールトレーナー養成講座で支出が 20万円増加。収入が 30,538,351円に対し、支出が
30,785,370円。500万円の繰越金があるので、最終的に 4,681,981円残る形。東先生にも了解を頂い
ている。三団体の支出を追加、特定費用準備資金、パソコンリース代、会長行動費を削除、文言の変
更など、微細な変更は三役及び笹原理事に任せ、修正を認めるということで審議とする。審議の結
果、提案通り可決された。 

２）令和 7年度 事業計画の件について 
   前回報告からの修正点として、職能推進局の事業について担当班の修正あり。例年年度末にかけて事

業が重なる傾向あり、できるだけ年度計画の中で立てられるよう地区部長と連携する。学術局は早め
にコード、講師等素案を示し、地区研修会が立てやすいようにする。未定の部分で、労働環境委員会
と倫理委員会が協力しアンケートの実施を検討。審議の結果、提案通り可決された。 

 ３）士会承認症例検討会承認の件 
   チカラ整形外科より士会承認症例検討会の申請が 2 件あり。4 月 19 日予定で内容は問題なし。審議の

結果、提案通り可決された。 
 ４）呼吸・心臓リハビリテーション一覧表の作成について 

  長崎大学病院の長崎県脳卒中・心臓病等総合支援センターに所属されている保健福祉部の矢野班長よ
り、今回一覧表の作成にあたり士会で作成したデータを使用させていただきたいということ。アンケ
ート結果をセンターに提供してよいか各施設に確認が必要。その際の費用を負担していただけるかを
矢野班長に確認する。確認の上許可が出た施設の分をセンターに提供する形とする。審議の結果、提
案通り可決された。 

５）小児リハビリテーションMAP 改訂版アンケート調査について 
    2 月 5 日に第３回会議があり、小児リハ MAP のアンケートをするにあたり、3 士会の会長名で案内文

を発出したいという意見あり。OT、ST は会長名の使用許可を得たとのことだった。会長に許可を頂
きたい。費用負担割合は確認が必要。審議の結果、提案通り可決された。 

６）新入会承認について 
  総会員数 2276名、在会会員 1922名、休会会員 354名。会員施設 417。退会 4名、復会 4名、休会 59

名。お亡くなりになった城戸先生の退会処理あり。弔慰金の申請手続きが済み、当会に振り込まれた
らお出しする形。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）第 35回長崎県理学療法学術大会開催について 

演題登録数は最終的に 58 演題。現在、査読依頼中。座談会を各ロビーで予定し、点数のつけ方等も検
討中。3 月中にチラシを完成させてぴーかんてらすと一緒に会員へ送付予定。SNS での情報発信も予
定。情報交換会はサンプリエールで、立食形式を予定。来賓は案内をお渡しし、検討いただいてい
る。 

２）令和 7年度 新卒者オリエンテーション開催について 
   日程は 4 月 22日から 23日の夕方に開催予定。２日目に塩塚連盟会長より連盟の紹介を追加。 
３）令和 6年度 会員親睦スポーツ大会について 

   会員親睦スポーツ大会について 6 年ぶりの開催を予定。4 月 29 日に大村小学校体育館でフラバールバ
レーボールの実施を検討。各施設でもアナウンスをお願いしたい。 

４）長崎県理学療法学術大会における演題査読項目の変更について 
   今学会の学術局をお願いしている近藤先生から査読項目変更の打診あり。現行は研究が対象で症例報

告類の評価がしにくいということ。案は大幅な改定で項目も減る形。そのままでは難しいと判断し学
術大会評議委員会にかける必要性を伝え、お返しした上で、できるだけ項目を残して症例報告と研究
すべてに対応できるように微細変更したものを組織運営検討委員会にお出しし内諾を頂いた。内諾い



ただいた。形は 4段階としていたが、システム上 5段階しかできないということで 5段階に修正した。 
５）NPTA会員における生涯学習に関する履修状況報告の件について 

   山内部長を中心にデータを作成。NPTA 約 2,000 人、JPTA 約 51,000 人の会員を比較。全体的には
JPTA と NPTA で大きな差はなし。40 代、50 代は NPTA の方が取得ポイントが高い印象。20 代、30
代はポイントが高い群と低い群に二分化。2、3 年目までの新規会員がポイントを取れていない。登録
理学療法士を取る意義を管理者と共有、学校に対してのアプローチなど対策を練る必要あり。拡大理
事会での共有も検討。 

 ６）高校野球選手に対するアンケート調査について 
   今年度の新規事業で 10年ぶりにアンケートを実施。秋の大会中に各高校に配布し、52校、963 名から

回答を得た。内容は基本情報、病歴、クラブ離脱状況、現在の状況など。特に上肢の状況とパフォー
マンスの関連について調査。結果は県学会方で報告し、県士会のホームページで周知予定。予算は6万
円を使い切っている。 

  ７）小児リハビリテーションガイドブック（改訂版）作成事業について 
  今年度 3 回の Web 会議にて小児リハマップの改定作業を行った。OT、ST も参加。予定より大幅なア

ップデートでタイムスケジュールに遅れあり、アンケートの発送まで予定していたがそこまで至ら
ず。内容は 3 士会で取りまとめる。クエスタントまでは作成し作業の最終確認中。予算は発送する予
定で 357,070 円上げたが、会議費のみの支出で 73,430円。工程や予算の内訳など改めて提示する。 

８）令和 6年度 地域ケア研修会「就労支援の流れと実際の関わり」ついて 
  3月 1日に長崎県総合福祉センターで開催した。OT、ST、ケアマネ、社会福祉士の参加あり。テーマ

は「就労支援の流れと実際の関わり」について田崎先生、脇屋先生、西先生にお話しいただいた。シ
ンポジウムでの質問も多く、有意義だった。次年度は新たな地域医療構想をテーマに時期も計画的に
企画検討する。 

９）令和 6年度 諫早地区第 2回研修会について 
  諫早地区第 2回研修会を 2月 27日に開催。会場は諫早市健康福祉センター、講師は樋口先生、西村先

生でテーマは災害リハビリテーション。参加 21名。参加者からのアンケート結果は良好。 
１０）令和 6年度 大村・東彼地区第 3回研修会について 
   第 3回研修会を 3月 8 日ミライ ON図書館にて対面で開催。テーマは循環器疾患のフィジカルアセ

スメントで講師は長崎医療センターの吉永先生。実技も交えた充実した内容。予算は 70,000円に対
し、支出が 48,330 円。参加者が 15名 

１１）令和 6年度 佐世保・県北地区第 2回事例検討会について 
   第 2回の事例検討会を 2月 27日にオンラインで開催。3症例で参加者 27 から 29名。すべて運動器

の症例。少人数のブレイクアウトルームも活用し若い先生の参加や活発な議論があった。内部障害
の症例が集まりにくい傾向にある。 

１２）令和 6年度 西彼・西海地区症例検討会について 
   内部障害での事例検討を実施。参加者 50 名。事例は百合野病院から COPD、長崎北病院からパーキ

ンソン病に加え心不全、誤嚥性肺炎を罹患した症例。誤嚥性肺炎や心不全など内部障害の方に着眼
を持っていき、内部障害として開催した。活発な意見交換あり。後期研修未終了者のリストをもと
に施設に呼びかけたが発表者がなく、自分のところから出したというところ。西彼・西海地区は大
きい施設が少なく決まった施設ばかりから出していただいているので、今後どうしていくか課題。 

１３）令和 6年度 上五島地区第 2回研修会について 
   2月 20日に第 2回研修会を実施。参加者 6名。講師は飯野理事でテーマは「地域リハビリテーショ

ンにおける理学療法士の関わりについて」。前期・後期履修ポイント対象外としていたため、若手の
参加が少なかった。上五島の県士会員は 15名のみで今後どうしていくか課題。 

１４）第 2回スポーツ理学療法推進研修会について 
   第 2回スポーツ理学療法推進研修会を 2 月 20日に開催。講師は小森先生でテーマは「車いすバスケ

ットボールを通した社会参加ときっかけづくり」。パラスポーツへの関わり方と楽しさを教わり、障
害を持たれた方にも車イスでサポートしていただき、車椅子バスケットボール大会を行った。非常
にパワフルでハードなプレーもあり、参加者の反応もよかった。 

１５）士会指定事業のセミナー登録の未完了について 
   大村市啓発事業、長崎地域リハビリテーション支援体制推進研修会において、士会指定事業のセミ

ナー登録の未完了という事態が発生。連絡の担当が決まっておらず、生涯学習部に対象者の連絡が
なかった。12月 20日に行われた長崎県地域リハビリテーション支援体制推進研修会で申請があっ
た 2名も追加する形。JPTAに確認し、過去に遡ってセミナー番号を付与することができ、登録でき
ることとなった。遅延もあったためホームページ上に大山会長の名前でお詫びの文章を掲載する。
士会指定事業の登録に関するルールを見直すこととする。 

その他報告事項 
１）当会 Zoomパスワードについて 

当会 Zoom パスワードについて、クエスタントと一緒に半年に 1回更新する。変更は 4月 1日と 10 月
1日を予定。 

２）令和 7年度事業予算、事業計画について 
令和 7年度の事業予算、事業計画が承認された。公益インフォメーションの事業計画は 3 月 31 日に提
出予定。3月 28日までに予算書と事業計画書、承認が確認できる議事録が必要。 

 ３）JPTA協会長賞について 
   長崎大学の沖田実先生と神津玲先生の JPTA協会長賞受賞が決定した。 

 


